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ポイント① 中高速成長の維持を目指す 
 中国共産党は、2015年10月26～29⽇の中央委員会
第5回全体会議（５中全会）で「第13次5ヵ年計画
（2016～20年）」を討議し、会議後、その概要が⽰され
ました。これは中国経済の中期的方向を探る上で重要なも
のです。 

 概要では、「中高速成長の維持」が掲げられています。具
体的数値は⽰されていませんが、年6％台後半の経済成
長を⽰唆しているようです。7％成長という第12次5ヵ年計
画（2011～15年）から大幅な下方修正ではありません
が、第11次と第12次の5ヵ年計画では、実際の成長率が
計画を上回ったのに対し、第13次では計画を下回る可能
性が指摘されています。IMF（国際通貨基金）は2020
年まで6％台前半の成長を予想しています。 

ポイント② 拡大する中国経済の規模 
 成長率が過去より鈍化しても、先進国に比べて高いことは
間違いないでしょう。成長の持続により中国経済の規模も
拡大しています。GDP（国内総生産）の米ドル換算額は、
2009年に⽇本を抜き、今年は⽇本の2.8倍程度になる⾒
込みです。IMF⾒通しでは、米国に対する比率は今年の
63％から2020年には77％まで上昇するとされています。 

ポイント③ 所得水準上昇で品質志向へ 
 経済規模の拡大だけでなく、新5ヵ年計画の概要にもある
ように、質の向上にも重点が置かれると思われます。投資主
導から消費主導への転換は以前から提唱されていましたが、
投資のGDPに占める比率はまだ高水準です。しかし、最近、
その比率が低下し始めたようです。 

 「一人っ子政策」の撤廃はすぐには労働力増にはつながり
ませんが、教育など子育て関連消費の増加を促すと思われ
ます。また、IMF⾒通しでは1人当たりGDPは2018年に1
万米ドルを超えるとされていますが、所得水準の上昇に伴い、
質の追求やサービス支出の増大など、消費の高度化が進む
と考えられます。品質や安全性の面で中国の消費者の評
判が高い⽇本の消費財や、⽇本観光へのさらなる需要の
増大が期待できそうです。 
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図3：中国の1人当たり米ドル建て名目GDPと投資比率 
                     期間：2006年～2020年、年次 
 

図1：中国の5ヵ年計画想定成長率と実質経済成長率 
                             期間：2006年～2020年、年次 
 
 

図2：米国、中国、日本の米ドル建て名目GDP 
                             期間：2006年～2020年、年次 

 

11月8⽇ 中国貿易統計（10月） 
11月11⽇ 中国小売売上高（10月） 

中国鉱工業生産指数（10月） 
中国固定資産投資（10月） 

1 

（注）2015～2020年の実質経済成長率はIMFの⾒通しによる。 
（出所）新聞報道、IMF World Economic Outlook Database, October 2015 

（注）2015～2020年はIMFの⾒通しによる。 
（出所）IMF World Economic Outlook Database, October 2015 

（注）2015～2020年はIMFの⾒通しによる。 
（出所）IMF World Economic Outlook Database, October 2015 
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